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『電波利権』

現在の「電波」を取り巻く状況を、歴史を紐解きながら解説
93%を携帯電話ユーザーが支払う電波利用料、放送の負担はわずか1%

森山 和道（サイエンスライター）

瀕死状態のソニーが生き返るための処方箋
“ソニータイマー”は撲滅できるのか

山川 健（ジャーナリスト）

携帯電話の登場に伴って電波の価値

が高騰。同時に、テレビ局による電波の

浪費が問題となっている。電波の世界

は、いわば都心の真ん中に広がった農地

が、政府によって保護される一方で、す

ぐ横に超高層ビルが建ち並んでいるも同

然の状態だ。歪みの象徴が電波利用料

だ。93%を携帯電話ユーザーが支払う一

方、放送の負担は1%あまりに過ぎない。

電波を高度利用している側が高額の負

担を強いられる一方で、放送は旧態依然

のまま。しかもこの電波使用料は地上デ

ジタル放送のためのアナアナ変換に用い

られる。なぜこんな状況になったのか?

本書は、放送開始から田中角栄による

メディア支配の構造、ハイビジョンの失敗

の理由、NHKにいた故・島桂次の功罪、

「安定と停滞」の海老沢長期政権成立の

理由、そして現在進行形の無線インター

ネット革命など、現在の「電波」を取り巻

く状況を、歴史を紐解きながら端的に伝

える。

若い読者は知らないことも多いだろう

し、同時代を生きた人々にとっては、改

めて教訓を学ぶことができる一冊だ。

著者は、NHKは民営化し受信料を視

聴料に変えろという。これには異論も多

そうだ。だがいずれにせよ最後の「護送

船団」である放送業界はやがて解体され

ることになるだろう。IP放送が本格的に

始まる時代に、どんなサービスが可能

か。真剣に考えるべき時期が来ている。

日本初のトランジスタラジオ、独自技術

のトリニトロンカラーテレビ、新しいリス

ニングスタイルを広めたウォークマン――、

元祖ベンチャーとして、従来にない商品

を市場投入してヒットさせた日本が世界

に誇る企業、ソニー。今やかつての勢い

はなく、苦しんでいる。筆者らはその状

態を「ソニー病」と呼び、さまざまな症状

を分析し、処方箋を記した。

本書では、現状を「ブランド力のみ高

く、ヒット作を出せずにもがいている瀕

死のソニー」といい、最近の経営戦略を

手厳しく批判。トップ人事への疑問も投

げ掛けている。しかし行間からはソニー

への愛情が伝わってくる。ソニーが好き

だからこそ、復活を熱望しているのだ。

ネットで語られる“ソニータイマー”。

保証期間が過ぎると壊れることを意味す

る。デザインやサイズなどコンセプトが先

にあるため、パーツに技術的な無理が生

じて故障が起きる。筆者は、ソニー病克

服のため、品質管理の徹底によるタイ

マー撲滅作戦が急務だ、と指摘する。

本書には、アスキー創業者の西和彦氏

も寄稿。金融事業をエンターテインメント

として位置付けたネットカジノという興味

深い新ビジネスの提案をしている。

本書発行後の1月26日、ソニーは3月

期の連結最終損益予想を、100億円の赤

字から700億円の黒字に上方修正した。

液晶テレビが好調だったことが要因。病

気は徐々に回復しているのかもしれない。

B o o k M a r k

『ソニー病』

池田信夫 著

ISBN：4-10-610150-5

定価：本体680円＋税
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『ヤフー!・グーグルSEO対策テクニック』

経験から語られる実践的なSEO対策のノウハウ集
裏技的でなかなか聞けないテクニックも多数

大澤 文孝（テクニカルライター／プログラマー）

いま、ネットの「あちら側」で何が起きているのか
ブログ、ロングテール、Web 2.0といった新たな潮流の本質とは何か

SEO対策本は数多くあるが、本書の価

値は、著者が実際に試して効果があった

ものをノウハウとして集めている点にあ

る。たとえば<META>タグにキーワー

ドを書くというのはSEO対策の基本だ。

しかし実際に「どんなキーワード」を書け

ばよいのかというところまで踏み込んだ

ものは少ない。そんななか、本書は、よ

り具体的に「どのようなキーワードをどの

程度の文字数で書くべきなのか」といっ

たところまで踏み込んでいる。

また本書では、ページの改良による

SEO対策だけでなく、SEO対策に不可欠

な、検索エンジンへの登録申請の流れも

きちんと説明されており、SEOそのもの

を知らない初心者でも読み進められる。

本書で解説されている内容には、裏技

的でなかなか聞けないテクニックも多数

含まれている。しかし残念なのは、それ

らのテクニックが、「汎用的に効く策なの

か」「今だけ有効な策なのか」、それとも

「よく分からないけれども効いている眉

唾的な策なのか」といった区分がなく、

雑多に扱われてしまっているという点だ。

眉唾的であれ、効けばSEO対策とし

て有効なので、そういったものも迷わず

掲載しているという点では評価できる。

しかし、これらの整理がもう少しつけ

ば、読み手がどの策を優先的に採用する

かを決める手だてができ、より効率的な

SEO対策ができるだろうと思った次第で

ある。

斉藤 彰男（編集者、SE）

最近のインターネット関連ニュースを見

ていると、新しいサービスに関する記事

が急速に増えているのに気付く。その最

たる例がグーグルだ。Google Mapsは

もとより、昨年の秋以降は、Personalized

HomeやGoogle Baseなど新たなサービ

スを矢継ぎ早に投入するといった勢い

だ。「何かが変わろうとしている」そう感

じている読者も多いことだろう。

このようなネット社会の変化をもたらす

構造として、著者の梅田氏はネットの「あ

ちら側」に注目する。「ネットの『あちら側』

とは、インターネット空間に浮かぶ情報発

電所ともいうべきバーチャルな世界であ

る」と語り、グーグル、アマゾン、ヤフー、e

ベイといった時代の最先端を走る企業

は、いまネットの「あちら側」に付加価値創

造のシステムを作りつつあると指摘する。

ネットサーフィンによって必要な情報を

集めるための「窓」であったインターネッ

トが、いま高度なサービスを提供する

「コンピュータ」として機能する新たなパ

ラダイムにシフトしつつあるのだ。

本書では、この「インターネット」の変

化に加えて、下落するハード価格やソフ

トウェアの無料化などによってもたらされ

る「チープ革命」、またリナックスに代表

される「オープンソース」の普及を三大潮

流と位置づけ、それによって何が起ころ

うとしているのかを読み解いている。

ネット社会の未来図はどう描かれるのか

を知るには、最適の一書である。

本でしか得られない知識がある。

今月の、お勧め、お役立ち、元気になる書籍。

『ウェブ進化論』

鈴木将司 著

ISBN：4-7981-1028-0

定価：本体1,600円＋税

翔泳社

梅田 望夫 著

ISBN：4-480-06285-8

定価：本体740円＋税
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